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この事 業 は、 競輪 の補助 金 を受 けて実施 した もので あ る。
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デー タベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割 を果たす ものと期待 されている。

今後、データベースの普及 によ り、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待 さ

れる。 さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備 は、国際的な情報化への貢献お

よび 自由な情報流通の確保の観点からも必要である。 しか しなが ら、現在わが国で流通 し

ているデータベースの中でわが国独 自のものは1/3に す ぎないのが現状 で あ り、わが国

デー タベースサー ビスひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが

国独 自のデータベースの構築お よびデータベース関連技術 の研究開発 を強力に促進 し、デ
ー タベースの拡充を図る必要がある

。

この ような要請に応 えるため、(財)デ ー タベー ス振興セ ンターで は 日本 自転車振興会

から機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発 について民間

企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国

際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与す ると考えられているデータベー

スの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化 などに関係 し

たソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 されるデータベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 前 山梨学 院大学教授 蓼沼良一氏)を 設 置 してい る。

この 「Mosaicの 利用 に よるマルチ メデ ィアデー タベース検索システムの構築 」

は平成7年 度 のデー タベ ー スの構築促進 および技術開発促進事業 として、当財団が 日本電

子開発株式会社に対 して委託実施 した課題の一つである。 この成果が、データベースに興

味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成7年 度デ ー タベー スの構築 促 進お よび技術開発促進事業で実施 した課題は次

表の とお りである。

平 成8年3月

財団法人 データベース振興セ ンター



平成7年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1法 的 デー タベースにおける多分野 デー タベースの統 ㈱ 日本法律情報セ ンター

合一体的管理 とオフ ・オ ンラ インの融合化 に関する

社 会 調査、研 究

2新 聞記事分類キーワー ドの標準モデル構築 と自動付 ㈱ エ レク トロニ ック ・ラ イ ブ ラ

与に関する調査研究 リ ー

3パ ソコンを用いた地図デー タベースの基礎 構築 ㈲朝 日デー タサ ー ビス

4景 観 シ ミュレー シ ョン用樹 木のデー タベー ス構築 ㈱ ス トゥデ ィオサ カ イ

5包 装機械 デー タベースの構築 (社)日 本包装機械工業会

中小企業振興 6新 規事業創出支援のためのデータベース構築に向け ㈱ 日本 インテ リジェン トトラス

地域活性化 た基礎調査 ト

7高 効率化先進材料 ファク トデー タベ ースのパ ッケー (財)次 世代金属 ・複合材料研

ジ化 究開発協会

8阪 神 ・淡路大震災の情報 デジ タル ・アーカイブ 神 戸 マ ルチ メ デ ィ ア ・イ ン タ ー

ネット協議会

9Mosaicの 利 用 に よる マ ル チ メ デ ィア デ ー タベ 日本電子開発㈱

一ス検索 システムの構 築

10大 規模データベースにおける構造化情報抽出方式の ㈱日本総合研究所

技 術 調査

11モ ーパ イルデー タベー スシステムに関す る調査研 究 ㈱ イフ ・ア ドバ タイジング

12情 報収集 ロボ ッ トによるInternetで のWWW所 在検 口外 アソシエー ツ㈱

索 デー タベ ースの構築

13イ ンハウスデータベ ース用CGI作 成の調査研究 日本電子計算㈱
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1.概 要

1 1目 的

インターネットの急速 な発展に伴い、既存のデータベースシステムや各種マルチメディア情報を付加価値 と

して、インターネット上に情報発信することを望む企業や団体等が増加 してきている。

インターネットは、高度な情報提供サービスの創造という点で新ビジネスの機会を増大 し、マルチメディア

市場を拡大 してい く方向にあり、社会をより豊かなものにするために、利用者ニーズを満たす新 ビジネスを具

体化できる環境整備を行うことによって、ニーズと共に成長 してい く可能性を秘めている。

例えば、インターネットの発展により情報伝達が高速化し、企業は消費者動向をっかみやすくなると共に、

大都市にいなくては、情報が入手できない 「情報過疎」が解消されることで 「地方」と中央の差が減少 し、メ

ーカ、顧客、流通業等がネットワークで結ばれて、マーケティングとビジネスそのもののあり方が変わってく

る。その結果、ネットワーク上のベンチャー企業の活躍(オ ンラインショッピング)や 広域ビジネス等が現実

のものとなってきた。教育の場でもインターネットを利用 して、国内外から発信される様 々な情報を取 り入れ

て多様化したニーズに答えようとする教育機関等が増加 している。

また、情報の外部発信という概念だけではなく、インターネットの技術を駆使し、オフィスの知的生産性の

向上を目的とした構内LANを 使用したOA化(イ ントラネットの概念)を 実現 しようとする企業、団体等も

現れてきていると共に、商用プロバイダーの発展によりビジネス利用をさらに促進している。

以上のように、今後も多 くの企業や団体、教育機関等がインターネットへの情報発信、インターネットを有

効活用 したニュービジネスへの参画が加速化 してくると予想され る。 しかし、既存のデータベースシステムや

これから構築するデータベースシステムを、インターネット環境で有効活用するための手段が未整備なのが現

状である。

今回の委託課題である 「Mosaicの 利用によるマルチメデ ィアデータベース検索システムの構築」は、

データベースシステムとマルチメディア情報とをリンクし、短期間に低コス トでインターネット上に情報発信

するためのシステム構築手段を確立することに主眼をおき、インターネットとデータベースとの融合を推 し進

める技術をより発展させることを目的としている。

委託課題の成果が、個人の情報に対する接し方を受動的な待ちの状態から積極的な情報発信、情報創造へと

変革するのみならず、企業や団体等の情報処理形態を大きく変え、ニュービジネスチャンスをもたらし、一個

の企業の発展だけではなく世界的規模の企業統合を通 じての経済成長に拍車をかけるプラットフォームを築き

上げるうえでの基盤となればと願っている。
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1.2実 施 内 容

謡 であ るマルチメデ ィアデー タベース検索 システムは、WWW(WorldWideWeb)サ ーバ とデータベ

ースエンジンとをリンク し
、異な るデータベー ス(今 回は、普及度 の高いORACLEお よびinform-

ixを 対象 とした)に 格納 されている情報 を扱 うことが可能な ミ ドルウェアを開発す ることにより、 この ミド

ル ウェアを核 として、音声、画像等の マルチメディア情報をデータベース化 し、利用者にデー タベースの違い

を意識 させ ることな くインターネッ トからの容易な検索ができるシステムである。

今 回は、 このような トー タル的なシステムの実現に向けて開発 を実施 した。

1.2.1シ ステムの特徴

以下に本システムの特徴を示す。

(1)利 用者を限定 しない解放的な検索環境

WWW技 術を使用 した情報発信システムを活用することによって、サーバに蓄積された情報資源を効

率良く、多くの利用者に提供することが可能となっている。

(2)マ ルチメデ ィアによるユーザ インターフェース

インターネ ットを通 じてインタラクテ ィブ(対 話的)操 作でカラー画像や音声、動画、ハイパーテキ

ス ト等を容易に扱 うことがで きるMosaicやNetscapeNavigator等 のWWWブ

ラウザをGUI(GraphicalUserInterface)と して使用す ることによ り、 マルチメデ ィアによるユー

ザインターフェースを実現 してい る。なお、委託課題のタイ トルは、 「Mosaicの 利用～」 とい う

表現にな っているが、Mosaicだ けに固執 してはいない。

(3)使 用マシンを限定 しないオープンシステム環境

WWWブ ラウザを使用するため、クライアントマシンはWWWブ ラウザが動作するマシンであれば

機種を問わないオープンシステム環境を実現 している。

(4) マルチメディア情報の統合管理

マルチメディア情報をGUIベ ースの ・言 」 作で各種データベースに登録 しリンクすると共に、集

合光磁気ディスク制御機能による大容量マルチメディア情報を管理することでマルチメディア情報の統

合管理を実現している。

(5)HTML(HyperTextMarkupLanguage)の 自動生成

マルチメデ ィアデータベース検索用の検索条件設定画 面および回答表示画 面用 のHTMLを 動的 に自

動生成 する。
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(6)SQL(StructuredQueryLanguage)文 の 自動生成

検索条件に従 って、ORACLEま たはinformix用 のSQLを 動的に自動生成す る。

1.2.2シ ステムイメージ

図1-1に 今回開発 を行 ったマルチメデ ィアデータベース検索 システムのイメージを示す。
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1.2.3開 発 経 過

委託契約締結後、システム分析/調 査として、主にHTMLレ ベル2.0とHTMLレ ベル3.0の

調査を実施 し、WWWサ ーバとのインターフェースをCGI(Co㎜onGatewayInterface)を 使用 して

実現するに当たり評価用プログラムを作成 し、CGIの 実用性についての評価を行った。

平成7年8月 より、マンマシンインターフェースであるマルチメディアデータベースを検索するため

の検索条件設定画面等の画面設計を行う。並行 して、マルチメディアデータベース検索システムの核と

なるミドルウェアの機能設計、詳細設計、製造作業を実施 し、ミドルウェアの一機能であるマルチメデ

ィア情報管理機能の製造作業がほぼ完了 した平成7年12月 中旬から、各種マルチメデ ィア情報のデー

タベースへの登録作業を行 った。

また、平成8年1月 中旬から2月 初旬にかけて、WWWサ ーバの構築を行い、全機能の製造作業が完

了した平成8年2月 中旬から3月 中旬にかけて結合試験および総合試験を実施すると共に、マルチメデ

ィアデータベース検索システムの評価を行った。

表1-1に 委託課題の開発過程を記す。

表1-1マ ルチメデ ィアデー タベー ス検索 システム開発 過程

No 開発 ・作業内容
平成7年 平成8年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 分析/調 査 1 1

2 マ刀シンインタうエース設計
1

3 H凡 生成機能開発 ll

4 S(L生成機能開発
111}1

ll

5
IlI1

マ帰メディア情報管理機能開発 ll

6 ㎜ サーバ構築 ll

7 結合/総合試験 1 l
l

*各 機能の開発は、機能設計 ・詳細設計 ・製造(単 体試験含む)の 工程で実施。

*No.3～No.5が 、マルチメデ ィアデータベー ス検索 システムの核 となるミ ドル ウェアの機能 であ る。
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2.

2.

実 施 結 果

1マ ルチメデ ィアデー タベー ス検索システムの構築

インターネッ トに接続されたプラッ トフォーム上に、音声、静止画、動画、ハ イパーテキス ト等のマルチ

メデ ィア情報のデータベースを構築 しインターネッ トの情報検索システムであ るWWWと リンクす るミ ドル

ウェアの開発を行 った。開発 した ミドルウェアは、図2-1の 機能構成図に示すようにrHTML生 成機能」、

「SQL生 成機能」、 「マル チメディア情報管 理機能」か ら構成 され る。なお、マルチメデ ィア情報 の参照

には、 インターネ ットで急速 に普及 してい るMosaicやNetscapeNavigator等 の

WWWブ ラウザを、WWWサ ーバ はCERNhttpd(HyperTextTransferProtocolDaemon)3.0

を使用 した。また、デー タベースエンジ ンは、ORACLEお よびinformixを 対象 とし、 ミ ドル ウ

ェアとWWWサ ーバ とのインターフェースは、CGI(ComonGatewayInterface)を 使用 してシステムの

構築を行 った。 このミ ドル ウェアは、同一ユーザで、複数 のデータベースエンジンを使用 してシステム構築

を行 うことは少ないと考 えられたため、ORACLE用 、informix用 の二つのミ ドル ウェアに分け

て開発を行 った。

今回開発 したミドルウェアは、WWWク ライアントからWWWサ ーバにアクセスがあると検索条件を設定

するための画面情報(HTML)を 自動生成 し(rHTML生 成機能」)ク ライアントに送信す る。利用者

は、検索条件を設定 しサーバに対 し検索のリクエス トを送信すると、サーバはこのリクエストをミドルウェ

アに通知する。ミドルウェアは、このリクエストを解析 してSQL文 を生成 し(rSQL生 成機能」)デ ー

タベースの検索を行い検索結果画面情報(HTML)を 編集 し(rHTML生 成機能」)、 サーバ経由で検

索結果をクライアントに返却する。また、検索結果とリンクするマルチメディア情報があれば、該当する情

報をクライアントに返却する。(「 マルチメディア情報管理機能」)な お、 「マルチメディア情報管理機

能」は、ミドルウェアとしての機能以外にデータベース登録機能(各 種マルチメディア情報をデータベース'

とリンク)を 有する。

以上のように、マルチメデ ィア情報 のデータベース化 とミ ドル ウェアの開発により、 トータル的なマルチ

メデ ィアデータベース検索 システムを構 築す ることができた。

<注 意>CERN・ … ・欧州素粒子物理学研究所(EuropeanLaboratoryforParticlePhysics)
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WWWサ ーバ
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lHTML生 成機能1

▲
ー
▼

ドSもL生 成機能一/

▲

infomix用

ORACLE用 ・ ・!・

ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノな

Wメ デ備 糖'W端 膜1

剖 デ外 紅ンジン
◆一一→iテ"一 ーータへ"一 ス

ORACLEor'formix

▼

卿デ磯 鷺
ζ

←'

動画

音声

etc

集合光磁気ディスク

」 ▲

i

・-
ー

',,,''

'

データベースの登録/変 更
→

GUI

(日本語Motif)

口 の部分を開発

図2-1マ ルチメデ ィアデータベース検索システム機能構成図
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2.1.1HTML生 成機能の開発

(1)機 能 概 要

HTMLは 、ファイルにWWW用 のリンク(関 連付け)を 指定するための、ハイパーテキス ト形式を

記述する言語であり、タグ付けまたはマークアップ方式で記述される。ハイパーテキス トとは、情報ア

クセスの単位となるオブジェクト間の参照関係をアンカーで結んで作られる情報表現形態である。

なお、WWWブ ラウザは、タグ以外の部分を画面表示する。タグの部分は、 「表示の方法」を指示す

るということで例えば、画面上にタイトルを表示する場合は、<TITLE>と</TITLE>の 間

に記述された文字が表示される。

今回開発 したマルチメディアデータベース検索システムにおいて 「HTML生 成機能」の対象とした

ページ(画 面)は 、図2-2の 画面遷移に示すように 「検索条件設定画面」と 「該当 リス ト画面」の二

画面である。この二画面を表示するために必要 なHTMLを 、できるだけ汎用的に自動生成するメカニ

ズムを検討し当機能の開発を行った。なお、HTMLは 表操作等の拡張機能が容易に扱える、HTML

レベル3.0を 使用 した。

圏← 一[ヨL・…」=掴
]11…'l

」 し

マルチメテ◆イアテ"一タへ◆一ス

検 索システ赫一ムへ㌧ジ

*2-i-・ 一・一■一{1

、
し 、.」'.、-.,」

♂

該当リス ト画面 各種7肝 メディア情報

赫(タ ト部ヒ◆ユーア)

*1及 び*2の 画面用HTMLを 自動生成

図2-2マ ルチメディアデータベース検索時の画面遷移

(a)各 種管理ファイルの利用

rHTML生 成機能」の実現にあたり、以降に解説する各種 管理ファイルを使用 して、画面上で流

動的に変更される可能性がある情報(ボ タン表示の際のイメージや表示項目等)を 管理 し、この情報

をHTMLに 埋め込む方式でHTMLの 自動生成を実現する。

なお、各ファイルはエディタにて容易に変更することが可能である。

① 動作環聞青報ファイル

画面に表示する背景等のイメージが格納されているファイルのファイル名、ディレクトリ名や本

システムが動作するために必要な情報を管理するファイルである。

図2-3に 動作環境情報ファイルの使用例を示す。

-7一



〈 レコー ドフォーマット〉

識別子

<例>

DocuHome

ImageDir

BGColor

TXColor

1[二二ー=二=二 二コ

/home/CERN_httpd_3.

/mmdb/env/images/一 …

paper.gif

#000000

0/htdocs

画面背景 に表示す るデータファイルのディレクトリ

競
<HTML繊 側

画面背景に表示するデータファイル

BACKGROUND="/㎜db/env/images/paper.gif"

▼

TEXT="#000000"〉

図2-3動 作環境情報ファイル使用例

謝1」子の 「ImageDir」 は、背景に表示す るイメージ等の画面で使用す るイメージ情報 が

格納 されたフ ァイルのパス名(デ ィ レク トリ名)を 定義す る情報である。

識別子rBGColor」 は、イメージファイル名 または、'#'を つけた6桁 の16進 数で背

景のイメージまた は、色を指定す る。 また、識 別子rTXColor」 は、文字色を定義す る情報

で、 これ らの情報 を利用 してHTMLの …

一 背景にイメージを指定 した場合 一

<BODYBACKGROUND="xxx"TEXT="yyy">

xxx(背 景 イメージ)お よびyyy(文 字色)の 部分 を生成す る。

二 背景を色で指定 した場合 一

<BODYBGCOLOR="mmm"TEXT="yyy">

mmm(背 景色)お よびyyy(文 字色)の 部分を生成す る。
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② テーブル情報ファイル

データベースの項目と日本語名に関する情報を管理するファイルであり、データベース項 目が変

更された場合でも柔軟に対応できるように考慮 している。

図2-4に テーブル情報ファイルの使用例を示す。

〈レコー ドフォー マット〉

1テーブル名H日 本語名

1唖 表示麟|巳 一タベース囎 名11

(先頭 レコー ド)

日本語名

0以 外:画 面に表示する際の行数

(2レ コー ド目以降)

L-一一→0:画 面 に は表 示 しな い

<例>

mmdbtl

O

O

1

マルチメデ ィア情報

mmdb_path

mmdbcabinet

mmdbdate
、'

1

1

4

mmdbno

mmdbtitle

mmdbcomment

格納場所

キャビネット

縫 目}

登録番号
題名
備考

<HTML土 庇例

▼ ▼

VALUE="mmdb_date"〉 登録日

図2-4テ ーブル情報 ファイル使用例

<OPTION>タ グは、画面に表示 され るメニュー項 目を<SELECT>と</SELE-

CT>タ グの間に定義す るタグで、 レコー ドフォーマッ トに示す画面表示情報"0"(画 面に表示

しない項 目)以 外の全項 目をメニ ュー対象項 目等 としてHTMLの 生成 に使用す る。

HTML生 成例で示す …

〈OPTIONVALUE="mmdbdate"〉 登録 日

… の"登 録 日"(レ コー ドフ ォーマ ッ トに示す 日本語名)が 画面上 に表示 され、VALUE=

"
mmdbdate"が メニ ュー より当該項 目を選択 した場合に、後述す るrSQL生 成機能」

に渡 され、SQL文 自動生成 の際の情報 として使用 され る。なお、mmdb_date等 の情報 は

データベース項 目名 と一致 してい る。
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③ 初期値情報ファイル

各プルダウンメニューに表示する項 目の初期値を管理するファイルであり、表示項 目の初期値が

変更されても柔軟に対応できるように工夫している。

このファイルにデータベース項 目名を記述 しておくことにより、初期値を"画 面表示する"に 設

定することができる。また、データベース項 目の右に一つ以上のスペースまたはタブを指定 し、

'
a'や'd'を 記述することにより、それぞれ"昇 順で表示'、"降 順で表示"に 設定すること

ができる。なお、記述されていないデータベース項 目は、初期値として"画 面表示しない"に 設定

される。

図2-5に 初期値情報ファイルの使用例を示す。

〈レコー ドフォー マット〉

デ ー タベース項 目名 初 期 値

<例>

mmdb

mmdb

mmdb

mmdb

date

no

title

comment

<HTML土 庇例

編網・
〕

登録 日は昇順で表示することを初期値とする。

<TH>登 録 日</TH><TR>

<TH>〈SELECTNAME="03"〉

〈OPTIONVALUE="x"〉 表 示 しない

〈OPTIONVALUE="o"〉 表 示す る

▼

<OPTIONVALUE="a"SELECTED>昇 順で表示

〈OPTIONVALUE="d"〉 降順で表示

図2-5初 期値情報ファイルの使用例

例に示す<OPTION>タ グのSELECTEDは 、当該メニューの初期値を示すもので、

初期値情報ファイルに定義された初期値の内容がHTMLを 生成する際の情報として使用される。

例では、mmdb_date(登 録 日)に 関するメニューの初期値が 「昇順で表示」であることを

示 している。
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(2)HTML自 動生成のメカニズム

今回、HTML生 成の対象とした 「検索条件設定画面」および 「該当リスト画面」のHTMLを 自動

生成する場合のメカニズムについて、以降に解説する。

(a)「 検索条件設定画面」用HTMLの 生成

WWWブ ラウザを参照 している利用者から情報を受け取るには、<FORM>タ グとCGIを 組

み合わせて行う。<FORM>タ グに記述されたメニューやテキスト入力の項 目を利用者が設定 し

実行を促すアクションを起 こすと(ボ タンの押下等)wwwブ ラウザは、この情報をhttpdに

送信すると共に、ACTION=で 指示されたURLを 通知 し、URLに 指定されたプログラムを

実行することが可能となる。また、rHTML生 成機能」からhttpdに 情報を通知するには、

通知する情報を標準出力(今 回の開発は、C言 語で実施 したため"printf")で 行う。

図2-6に 「検索条件設定画面」用のHTMLを 生成する場合の処理の流れを示 し解説する。

㎜ クライカト

㎜

ブラウザ

⑨

-

}

古
0

サーバ

httpd

②

・▼

動作環境情報i
ファイルi

ア論 ス囎 情報 テーブル情報
ファイル

欝欝結鶴 野」

…初禦 樺
L

図2-6「 検索条件設定画面」用HTML生 成時の処理の流れ
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① ホームページより 「検索条件設定画面」が選択されると、wwwブ ラウザよりhttpdに 対

しURL(UniformResourceLocator)で 「検索条件設定画面」用の

HTMLを 生成する 「HTML生 成機能」(プ ロセス)を 起動する要求が出される。

②httpdよ りrHTML生 成機能」(プ ロセス)が 起動 される。

③ 起動 したrHTML生 成機能」は、動作環境情報ファイルより本機能が動作するのに必要

な情報や、画面の表示色等の情報を読み込む。

④ 画面に表示するデータベース項 目をテーブル情報ファイルより読み込む。

⑤ 初期値情報ファイルよりプルダウンメニューの初期値に関する情報を読み込む。

⑥ ③～⑤で取得 した情報を基に、 「検索条件設定画面」用HTMLを 自動生成する。

⑦rHTML生 成機能」より標準出力でhttpdに 生成 したHTMLを 通知する。

⑧httpdよ りwwwブ ラウザに 「検索条件設定画面」用HTMLを 通知する。

⑨WWWブ ラウザにより 「検索条件設定画面」が表示される。

(b)「 検索条件設定画面」用HTMLの 生成例

(a)で 解説 した処理で実際に生成されるHTMLの 例を、図2-7検 索条件設定画面イメージに

対応付けて、図2-8にHTML生 成イメージを示す。

〈 「検 索 条 件 言 」 イ メ ー ジ 〉

1y-1竜 司冒 牛 σ≡ き ・……→(注 意1ノ

SEARCH

l∵F通 常 検 索 、口1㌔1… ・→

→(注 意2ノ

(注意3ノ

項目名 キ ー ワー ド …
・・一一→(注 意4ノ

団 回
:
回1フ・傭 捌 口1 1-1 1を含む(～x～)口1

…
:

～

～

L

ニ
1

ニム ヵ 二毒8ノ ニ毒9㌃
llll

ニ
1

一

目
露5ノ
☆ ω

●　-「 ●一● ●

…

縫 、3ノ

… 露1ω

晶1、 ノファイル翻1」巳 示しない口1

一1顯 で赤 口L醜 日

誌 、2ノ

～
1`1 ■

滅4ノ[SEARCH]

i
l:

盛 、5ノ

(注意1)… 画面タイトル(注 意2)… 検索実行を促巾ボタン(注 意3)… 検索唖 選択 『るメニュー

(注意5～10)… キーワード検索疏蜘条件を設定するメニューおよびキーワード入力テキスト

(注意12、14)… 検索結果を表示する際ご 指定するメニュー(注 意13、15)… 検索結果表示対象項 目

図2-7検 索条件設定画面イメージ
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〈HTML生 成 イ メ ー ジ 〉

「
〈H2>
'〈IMGSRC

="/皿mdb/env/images/logo .gif"ALIGN="botto皿"〉 〈BR>

検 索 条 件の設 定;

〈HR>

1〈/H2>
」,■/,!!,,,■,/■,■ ノ,,,,

<HTML>

<HEAD>〈TITLE>

MultiMediaDBFor㎜

</TITLE>〈/HEAD>

〈BODYBACKGROUND="/mmdb/env/images/paper.gif"TEXT="#000000"〉

<CENTER>

・ 〈 画面(注 意 力 の部 分生 成 〉 ・ "〔

:
…

▼

イメーシ・{冑幸員のテ◆イレクトリやファイル名

等は 「動作環 境情報ファ側

よ り情報 を取 得 して展開 する

▲

〈FORMMETHOD="POST"ACTION="/cgi-bin/i _mmdb_answer"〉

〈TABLEBORDER=5CELLPADDIN(ト"0">

r'・ 〈 画 面(注 意2ノ の 部 分 生 成 〉 ・'・ ・"・ ・・ ・…'・ …!

[1元lll)PU元 竺"i竺 玉肥 ○虻b舷 燈 竺§eal;hl三if"〉〈/TD>〈/TABLE><P>童'"‥ ‥

r・'"〈 画 面(th意3)の 部 分生 成 〉 ・ ・'・"・ ・

〈SELECTNAME="ch"〉

〈OPTIONVALUE="0"C肥CKED>通 常 検 索

〈OPTIONVALUE・"1"〉 同 義語 を含 め た検 索

〈OPTIONVALUE="2"〉 同 義語/類 義 語 を含 め た検索

〈/SELECT>

i〈TH>〈/TH>〈 冊 〉項 目名 〈/TH>〈THCOLSPAN=2>キ ー ワー ド〈/TH>〈TH></TH>〈TH>〈/TH>〈TR>i
ll

<TABLEBORDER>

r・一・…-mi〈 画 面(注 意4ノ の部 分 生成 〉'・ ・

i,m>〈s語語 鮮 ㍑ 罐 潔 ζ-'/'"
・〈OPTIONVALUE=''"〉 一一

〈OPTIONVALUE="("〉(

〈OPTIONVALUE=$'(("〉((

〈/SELECT>〈/TD>

し.-、!'1!/、'、.-,、-'.

r'〈 画 面6注 意6ノ の部 分生 成 〉 ・・

<TD>〈SELECTNAME="21"ALIGN="left"〉

〈OPTIONVALUE="mdb _type"〉 フ ァ イル 種別

〈OPTIONVALUE="mdb -date"〉 登 録 日'

〈OPTIONVALUE="㎜db』o"〉 登 録 番 号

〈/SELECT>〈/TD>

"mEddbL'tybb"や"idbLdate"等 のデ→ヤ÷ス項 目名

謙 巳‡馨 ㌔1㌃プ噸 剛 幻聴

1"〈 画 面(注 意7戊 の部 分 生 成 〉 ・…`1
〈TD>〈INPUTTYPE="text"SIZE=20NAME="3r'MAXLENGTH=20VALUE=""〉 〈/TD>i
``

!!!!,■',ノ ノ 〉

・〈画面6臆8ノ の部分生成 〉 ・ ・'

1<TD>〈SELECTNAME="4r'〉

〈OPTIONVALUE・"1"〉 を 含 む(～X～)

〈OPTIONVALUE="2"〉 で 始 ま る(X～)
'〈OPTIONVALUE

ニ"3"〉 で 終 わ る(～X)

'〈OPTIONVALUE="4"〉 で あ る(X=)

'〈OPTIONVALUE ="9"〉 よ り 小 さ い(X<)

〈/SELECT>〈/TD>

し'..'/'〆/,....".-,

次 頁に続 く ・ …

図2-8「 検索条件設定画面」のHTML生 成例(1/2)

13一



〈HTML生 成 イメ ー ジ 〉

… 前頁の続き

・一一・一・一・一・一・一一く 画 面(注 意9ノ の 部 分 生 成 〉 ・

1〈TD>〈SELECTNAME="51"ALIGN="left"〉
'〈OPTIONVALUE=''"〉 一ーー

i〈OPTIONVALUE=")"〉)

{〈OPTIONVALUE="))"〉))

</SELECT>〈/TD>

L.、,...〆,.".,.ノ,."

やノ
〈TD>〈SELECTNAME="6r'ALIGNニ"left"〉

〈OPTIONVALUE="and"〉 カ、つ 、

〈OPTIONVALUE="or"〉 ま た は 、

〈/SELECT>〈/TD><TR>

L.

"・ 〈画面 住 意10)の 部 分生成 〉 ・…

〈/TABLE>

〈HR>〈P>

i〈H2>検索結果の表示項 目〈/H2>
し...

、・・…'〈 画 面6注 意11ノ の 部 分 生 成 〉 一・・-tt!・"1

〈TABLEBORDER>

ヒ
・〈TH>〈SELECTNAME="or'〉

〈OPTIONVALUE="x"SELECTED>表 示 しな い

〈OPTIONVALUE="o"〉 表 示 す る

〈OPTIONVALUE="a"〉 昇 順 で表 示

〈OPTIONVALUE="d"〉 降 順 で表 示

〈/SELECT>〈/TH>

'・〈画面(注 意12)の 部分生成 〉'・ ・

オ

;,プげ ウ溢 一に表示する初期値は

警膿 拠より礫 瞭
'初 期 値:〈OPTIONVALUE="x"SELECTED>表 示 しない

ii〈TH>
フ ァイル種 別 〈/TH>〈TR>

‖

・'・ ・〈画面 住 意13)の 部 分生 成 〉 ・…'・

・・・… 〈画 面(注 意14ノ の 部 分生 成 〉 ・・'"一'1

、<TH>〈SELECTNAME="02"〉

〈OPTIONVALUE="ズ 〉表 示 しな い

〈OPTIONVALUE="o"〉 表 示 す る

〈OPTIONVALUE="a"SELECTED>昇 順 で表 示

〈OPTIONVALUE="d"〉 降 順 で表 示

〈/SELECT>〈/TH>

tTルダウン江 一たi表示する初期値ほ・」
し……:「 初期 麿情報ファイル」より情報を取得

して展開する。

・ 初期 値:〈OPTIONVALUE="a"SELECTED>昇 順 で表示

i-・一・一・一・一・一・〈画 面(e雄15)の 部 分生 成 〉 ・

1〈TH>醜 日</TH>〈TR>

〈/BODY>

〈/HTML>

図2-8「 検索条件設定画面」のHTML生 成例(2/2)
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(c)「 該当リスト画面」用HTMLの 生成

「検索条件設定画面」で設定 された検索条件は、"名 前=内 容&名 前=内 容&…"と いう形式

でhtppdよ り渡される。この情報を標準入力で取得 し処理を行うが、名前(<INPUT>ま

たは<SELECT>タ グで定義された項 目名)と 内容(入 力内容等)を"="で つないで、それ

らを"8ピ'で っないだものであり、標準入力で読み込んだ内容を"&"と"="で ばらして利用す

る。

なお、入力内容に"&"や"="が 設定されている場合もあるため、記号等の文字は"%xx"

(xxは 、その文字コー ドを16進 数で表 したもの)に 変換されている。 日本語も同様で、標準入

力で取得 した内容は、"%xx"で 表現された文字コー ドを元の文字に戻 して使用 している。

㎜ 妨イカト

図2-9に 「該当リスト画面」用のHTMLを 生成する場合の処理の流れを示 し解説する。

サーバ

㎜

ブラウザi

⑪

竃鍵
弓
額
舛

索
Q

－

検
S
デ

検索結果編集

繁欝 報

齢寳瓢

動作環境情報
ファイル

図2-9「 該 当 リス ト画面」用HTML生 成データフロー
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① 「検索条件設定画面」で検索条件の設定が完了し"SEARCH"ボ タンを押下された場合に、

Wwwブ ラウザは、uRLを 発行 しhttpdに 「SQL生 成機能」(SQL生 成機能の詳細に

ついては別項で解説)を 起動するように指示する。

②httpdはrSQL生 成機能」(プ ロセス)を 起動する。

③wwWブ ラウザは、 「検索条件設定画面」で設定された検索条件をCGIに てhttpdに

通知する。

④rSQL生 成機能」は、httpdよ り検索条件を標準入力にて取得する。

⑤rSQL生 成機能」は、検索条件を解析しSQL文 を自動生成 し、データベースの検索を行う。

また、検索結果をrHTML生 成機能」に渡 し 「該当 リス ト画面」用HTMLを 生成するように

指示する。.

⑥rHTML生 成機能」は、取得 した検索結果を編集する。

⑦ 「該当リス ト画面」を表示するために必要な情報(色 やイメージ情報のデ ィレクトリ等)を

動作環境情報ファイルより取得する。

⑧ ⑥および⑦の情報を基に 「該当リスト画面」用のHTMLを 生成する。

⑨rHTML生 成機能」は、 「該当リスト画面」用のHTMLを 標準出力にてhttpdに 通知

する。

⑩httpdは 、wwwブ ラウザに生成 したHTMLを 通知する。

⑪wwwブ ラウザは、httpdよ り受け取ったHTMLで 「該当 リスト画面」を表示する。
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(d)「 該当リス ト画面」用HTMLの 生成例

(c)で 解説 した処理で実際に生成されるHTMLの 例を、図2-10の 該当リス ト画面イメー

ジに対応付けて、図2-11にHTML生 成イメージを示す。

〈 「該 当 リ ス ト 画 面 」 イ メ ー ジ 〉

■

i

、
‖

、
`

、‖

、▲

'

'

該 当 リス ト 該 当数:3) … →(注 意1ノ

選 択 ボタ ン … … …'・
"ご

登録日 題名 鯖 .

○ 1996/01/26 写真情報 顎
○ 1996/Ol/26 オーディオ情報 音

○ 1996/Ol/26 ビデオ情報 動画

ぱ3ノ 轟4ノ 盛5ノ 毒6ノ

… →(注 意2ノ

(注意1)… タイトル(注 意2)… 該当リスト(一覧)(注 意3)… 参照†るマ)Hメディア情報を選択†る醐 ボタン

(注意4～6)… テ㌧タへ㌧勅内容(検 索結果)

図2-10「 該当 リス ト画面」に対応す るHTMLの 例

〈HTML生 成 イ メ ー ジ 〉

〈HTML>

〈HEAD>〈TITLE>

MultiMediaDBForWWW

〈/TITLE>〈/HEAD>

〈BODYBACKGROUM)="/mdb/env/images/paper.gif"TEXT="#000000"〉

〈CENTER>

r、fi2;… 〈輌 ㈱L1ノ のssm鍼 〉'… … …-一'e'e'l

i〈IMGSRC="/皿mdb/env/images/logo .gif"ALIGN="bottom"〉 〈BR>

1該 当 リス ト(該 当数:3)

1〈IH2>
__,」_1___,___」

〈HR>

<TABLEBORDER>

〈TH>〈/TH>

〈画 面(注 意2)の 部 分 生 成 〉 ・・'"・ …

〈THNOWRAPALIGN="center"〉 登 録 日〈/TH>

〈THNOVVRAPALIGN="center"〉 題 名 〈/TH>

〈THNOWRAPALIGN="center"〉 例拷</TH><TR>

Ittti'・iiij/lisべ噸 結⌒ 当亨

次頁に続 く …

図2-11「 該 当 リス ト画面」のHTML生 成例(1/2)
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〈HTML生 成 イメ ー ジ 〉

… 前頁からの続き

1<TD>〈AHREF="/mndb/filing_data/informix/cabiOO3/foldOO1/docuOOl.mp9"〉 卜

「'''"

L－ ノ,,ノ 〆,,■ ■ ■

'''''''"{

/,ノ ノ ノ,ノ,!ノ,,,■/!,」

、

r'一'e"〈 画 面(注 意3ノ の部 分 生 成 〉 ・・

1〈IMGBORDER="0"SRC="/mmdb/env/images/mark.gif"〉 〈/TD>〈/A>
L.

r'一'一'〈画面(11E意4)の 部 分生 成 〉 ・一・一・一・-i

l〈TDALIGN="right">1996/Ol/26〈/TD>{一 ・一・…
』,,,,,,,!!,,■/〔

r'一'一"〈画 面6注 意5ノ の部 分 生成 〉 ・一・一・一・fti

〈TDALIGN="left"〉 ビデ オ情 報 〈/TD>}

」.,!ノ,、/、 、/!..,,■ 」

r'一:"〈 画面 住 意62の 部分生成 〉一～～「i〈TDALIGN="left"〉 動画デー タ</D>〈TR>i… 一…

し`

還納されている
:1プイ珍1ト 兎 ジ ア狗 爆:ど 二ぷ

震(デ ペタベ三スで御 勤ジニ1∴ ・

齢:鱒 駄駄噸噸 を

〈/TABLE><P>

〈/CENTER>

</BODY>

〈/H肌 〉

図2-11「 該当リス ト画面」のHTML生 成例(2/2)
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2.1,2SQL生 成機能の開発

(1)機 能 概 要

画面より設定された検索条件をhttpd経 由で受け取り解析 し、SQL文 を自動生成 してデータ

ベースの検索を行う。データベース検索結果をWWWブ ラウザに返却するまでの一連の処理を実現す

るのがrSQL生 成機能」である。図2-12に 「SQL生 成機能」と他機能との関連を示す。

なお、データベースエンジンは、ORACLEお よびinformixを 対象としているため、デ

ータベースエンジンに合わせたSQL文 を生成する
。

生成可能なSQL構 文を表2-1、 表2-2、 表2-3に まとめる。

→

WWWク ライアント

WWWブ ラウザ

▲

「検索条件設定画面」

「該当リスト画面」

▼

httpd

▼ 千

《:7漬擁 鷲 連携
`パ ・ ㍉ ・い ・ ピ ㌣ 、孟`

】'⊇=晶"'r土 ∠ ∠ 品=†ご

連 携 検 ・・索

サーバ

各画面用HTML生 成

'ヨ

HTML生 成機能

マルチメテ"イアー

、、一

画

　

プ

へ

、
、

"

動

、、

　

プ

へ

鯉

r

L

データベー ス

/リ ンク

静止画 音 声i
,,"」

マルチメディア情報

▼

「'''"〈SQL生 成 イ メー ジ 〉 ・・"・'"・ …

iS肌ECT・ ・1・za・nFR・Mt・b1・㎜E・ ・1・LtzznL肥'%一 …%'i
L./,'ノ,"!、',"!',、!一1

図2-12機 能関連図
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表2-1比 較条件

条件項目 SQL構 文

～を含む columηLIKE'%x%'

～で始まる colu1η ηLIKE'x%'

～で終わる columηLIKE'%x'

～である
colu1η ηLIKE'x'

～でない CO1しf1η12!=='X'

堤 COlumη 〉=,X'

以下 colt1、mη<='x'

～より大きい COlt〃 η η 〉'X'・

～より小さい COlUmη<'X'

表2-2結 合条件

条件項目 SQL構 文

(,) (,)

かつ AND

または OR

表2-3ソ ー ト菊 牛

条件項目 SQL構 文

顯 ORDERBYcolumηASC

酬 ORDERBYcolt1、mηDESC
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(2)

WWク ライアント

柵

ブラウザ

(a)

SQL文 自動生成のメカニズム

以降 に、rSQL生 成機能」のメカニズムを図2-13に 示 し解説する。

サーバ
　　

麗 日L織infomix

,」レ"

← ③
; httpd

▲ ②
:

▼ ▼

⑩
'

'
''

「 §る£☆i唖'{
」.万,」7,」7,.万,.ア/.一._.一._._.㌘.」7,」7,一 ぶ

↑ 一 取得⊃

ぎ 無⊃
▼

甦 噸/ }
/,{辞 書 ファイルi

"
▼

運麹 亘亘蓼藍ll

← 一ー一 ORACLE or

i

informixi

…

データベース検索

デ ー タベ ー ス

該当有り該当無し ▼

」

フア織

ファイル暫 アイリ瀦 報取得
←

ウ ↓

甲_一 一_
已TML生 成機能1
〉 ■/!'■ ノ/ノ ノ/,

図2-13SQL生 成機能のデータフロー

検索条件の取得

「検索条件設定画面」での条件設定が完了し検索要求がだされた場合に、WWWブ ラウザはURL

にてhttpdに 対 しrSQL生 成機能」(プ ロセス)を 起動させるように通知する。(図2-13①)

httpdは 、要求に従い 「SQL生 成機能」を起動する。(図2-13②)

wwwブ ラウザはhttpdに 対 し 「検索条件設定画面」で設定された検索条件をCGIで 通知す

る。(図2-13③)*検 索条件の設定方法については、別項参照

rSQL生 成機能」は、httpdよ り標準入力で検索条件を取得する。(図2-13④)
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(b)SQL文 の生成

取得 した検索条件を解析 し、SQL文 を生成する。なお、検索対象の情報がORACLEデ ータベ

ースなのかinformixな のかを判断してSQL文 の自動生成を行う。(図2-13⑥)

また、検索条件に 「同義語 ・類義語検索指定1が ある場合には、辞書ファイルを参照し、設定され

たキーワー ドと同義語、類義語が存在する場合は、これらの情報も考慮 してSQL文 を生成する。

(c)デ ータベース検索

(b)で 生成 したSQL文 を基にデータベースの検索を行う。(図2-13⑦)

該当無 しの場合は、その旨をrHTML生 成機能」に通知する。該当があった場合、当該マルチメ

デ ィア情報が集合光磁気ディスクに格納されているのか磁気ディスクに格納されているのかを判断す

るためにファイリング情報ファイルを読み込み 「該当リス ト画面」用HTMLを 生成するのに必要な

情報をrHTML生 成機能」に通知する。(図2-13⑧)

なお、ファイリング情報ファイルは、マルチメディア情報をデータベースに登録する際に作成され

る。図2-14に ファイリング情報ファイルの概念を示す。

〈ファイルフォーマット〉

キャビネ ット名 格納媒体 アイコン名

‖

‖

1

2

3

4

0

0

0

0

0

0

0

0

コ　

の　

ロ　

コユ

b

b

b

b

:

　

　

　

　

>

C

C

C

C

例

ー

」
l

L

<

……

(d)

〈デー タベー ス項 目〉

格納場所

1ギャ、ビネツ::ト∵∵
フォルダー

ドキュメン ト

ファイル種別

登録 日

登録番号

齢

diskオ ーディオデー タファイル

vo1001イ メージ

volOO2ビ デオ

diskテ キス ト

ヘ ノ ヘ ノ

1!一 一.一データベース登録時のi

キャビネッ ト用アイコン

disk"の 場合は、マルチメデ ィア情報が磁気ディスクに

存在することを示す。

disk"以 外の場合は、集合光磁気ディスクのボリューム

名を示す。

*こ の情報はマルチメデ ィア情報をWWWク ライアントに表示さ

せる際、 「マルチメデ ィア情報管理機能」で集合光磁気ディス

ク媒体をマウントするために使用する。

図2-14フ ァイリング情報 ファイルの概念

「該当 リス ト画面」の表示

rHTML生 成機能」は、 「SQL生 成機能」より受け取 った情報を基に 「該当リス ト画面」用

HTMLを 生成 し(図2-13⑨)httpdに 標準出力で通知する。(図2-13⑩)

httpdは 「該当リスト画面」用HTMLをwWwブ ラウザに通知し 「該当リス ト画面」が表

示 される。*詳 細は、別項の 「HTML生 成機能の開発」を参照
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<ma牛E-SXfifiiffi>

[二 二遮 こ=司 一一㊨
項目名 キー ワー ド

[司1フ ・イル翻 口1[==二]1を 含む(-x-)□IEII][亘 司

[工]1フ ・イル翻 ・」□ll

[]フ ・イル働 口ll

]1を含む(-x-)□1[][i三 重]

11を含む(-x-)□1[三 コ[亘 亘

[訓 フ・イル働」□1-1を 含む(-x-)□1[亘[ill■!]

Eコ レ ・tル働 口[二===二]1を 含む(二x-)□1[三 司

当該ホ"タンを押下すると以下¢).プ
乃ダウン)白一が表示される

当該ホ◆タンを押下すると以下の
プルダウン)巳一が表示される

明
エ
一

、

、

(
(

(

▼

.」

*キ ー となるデータベース

の項 目

ウ

テキス ト入 力フ ィール ド

▼

を含む(～X～)

で始 まる(X～)

で終わ る(～X)

、である(X=)
でない(X≒)

以上(X≧)

以下(X≦ ⊃

▼ ▼

i議 ル剛
1登 録番号
i題 名

i備 考
じノ/',ノ,.

より大 きい(X>)

より小さい(X<)

)
)
)

i'iか
つ 、

1ま たは、
L,,,

(注意)こ のボタンを押下すると下記のプルダウンメニューが表示される。

`'ノ ■ ■'■ ■'"■"6

1通常検索l
i同義語を含めた検索il
同義語/類 義語を含めた検索i
L..、 、.....'』

条 件

<検 索条件設定例

結合条件 デヂへ㌧ス項 目 ←ワード = 結合条件

(

ファイル穣}1」

登録番号

登録番号

題名

題名

JP9

100

200

嬉

社

である

より大 きい

より小さい

を含む
で始まる )

かつ

かっ

かつ

または

r-一一}〈 意 味〉 ・ ・r,・rg'
フ翔 種別がJP部 形式のttt～i

イメージデータで登録番号が 、

、100より大 きく200よ り

小さい、題名が"文 書i
『セ いう文字 を含むか

、 一

∵社 ∵で始 まる情報を ㌢、

通常検索でサーヂするご ・

図2-15検 索条件設定例
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(3)SQL生 成例

図2-15の 例で示 した検索条件を 「SQL生 成機能」でSQL文 の自動生成をした場合の例を

図2-16に 示す。

'〈ORACLEの 場 合 〉'"…!'・ ・ ノ ・ … ノ/・ ・'・ …'・

①

SELECTTO -CHAR(㎜B.DATE,/YYYY/M愉D),㎜B.T砒E冊OM剛DB㎜RE㎜ 旦 惚E・'jpg'㎜ ・

②

画面表示項目

難

灘

濠

-
ぐ

咽
竜

、

㌻

蕊

.
蒸

難搬
譲
麟

・.頭

oo

oo

馨

ぷ

臨
灘

管◎
②
秒
④
璽

〕

テブル名

㎜)BNO>'100'AND

③'

剛DB_NO<'200'州D

④

(剛DBLTITLELIKE'%=蛙 ∋%'OR・

⑤　
MMDB _TITLELIKE'老 ヒ%')

MMDB_TYPE,MMDB_NO等 のデータベース項 目は、 「検索条件設定画面」の

<INPUT>,<SELECT>タ グで記述した項 目名である。(テ ーブル情報ファイルで定義)

・ 〈i刀for1η ∫Xの 場 合 〉 …'・'・ ・"・ …"・ ・ …

①

SELECTmfixib_date,mmdb_titleFROMmmdbWHEREmmdb_type='jpg'AND
・'一 ②

画面 表 示項 目 テーブ ル名

mmdbno>'100'AND

③

1ぷ 瀬 許バ でぷ ㌧ さ夜ぷ ぺ蹴 ☆ 嚇 一

涯 澄鰭 働測 劫 火き感 涙翰ξ{

{③漉 鰭 騨200醐 ざさ働 沙ジ

皿odbno〈'200'AND

④

(皿mdb_titleLIKE'%=賠 誓%'OR

⑤　
皿odb_titleLIKE'社%')

図2-16SQL生 成例1
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また、検索結果を 「該当リスト画面」に昇順で表示したり降順で表示する場合は、 「検索条件設定

画面」(D"検 索結果の表示項 目"(図2-17参 照)で 指定することが可能である。この指定がなさ

れた場合のSQL生 成例を図2-18に 示す。(検 索条件は図2-15と 同じ)

ma吉SFY)ireijF{[貫 目

ファイル種別俵 示しない 口1

登録日1表示する 口1

・ 登録番号・悔 順で表示 口1

題名匡 示する 口1

備考匡 示しない 口1

各項目のボタンを押下すると以下のような

プルダウンメニューが表示されるので必要

に応 じて各項 目毎に設定する。

表示 しない ・・

表示す る ・・

昇 順で表示 ・・

し竺 蚕.‥

……→当該項 目を表示 したくない場合に選択

i
、……→当該項 目を表示 したい場合に選択
'
……→当該項目を昇順で表示 したい場合に選択

ミ
、……→当該項目を陶頂で表示したい場合に選択

図2-17検 索結果の表示項目設定例

了'・"・ 〈 ∫刀for1η ゴXの 場 合〉 …

SELECTmmdb_no∬ 皿Klb_date,mmdb_titleFROM皿mdbWHEREmmdb_type
、'

画面表示項目

一
テーブル名

→ 鱗蜜語喜ε鼻熊ぎ俺達余鑓竺

='jp9'姐D

mmdbno>'100'AND

mmdbno〈'200'AND

(mmdb_titleLIKE'%靖%'OR

mmdb_titleLIKE'社%')

生成 ＼ ORDERBYmmdbnoASC

し 、'.'

*検 索結果の表示項 目を'フ ァイル種別→画面表示 しなW、"登 録 日→画面表示する"

"登 録番号
→昇順にソー トして画面表示する"、"題 名→画面表示する"、

"備 考→画面表示 しなV"と した場合の例である。

図2-18SQL生 成例2
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なお、 「検索条件設定画面」で'通 常検索"で はなく"同 義語を含めた検索"ま たは、"同 義語

類義語を含めた検索"を 選択した場合のSQL生 成例を"同 義語を含めた検索"を 例に図2-19

に示 し解説する。

「SQL生 成機能」は、"同 義語を含めた検索"と いう要求があると、辞書ファイルを参照 し、

キーワー ドに指定された語句と同義の語句があるか否かを検査 し、同義語があった場合に全ての同義

語を対象としてSQL文 を生成する。例では、 「検索条件設定画面」のキーワー ドに"文 書'と いう

文字が入力され、辞書ファイルに"ぶ んしょ"と いう同義語が登録されていた場合であ り… ・

(㎜B-TITLELIKE'%文 書%'OR㎜B-TITLELIKE'%ぶ んしょ%')

この部分のSQLを 生成 している。なお、同義語 ・類義語は、データベースを登録する際の付加機

能として登録することができる。(詳 細は、別項参照)

<検 索条件設定例

結合条件 デヂへ㌧ス項目 キワード 比較条件 結合条件

(

フ ァイル極月1」jp9

登録番号100

登録番号200

ざ　 ノロ ノグ ノロミコ リ

題 名 ・… ・1文書i
し_._」

題 名 社

である

より大きい

より小さい

を含む

で始まる

一 一 かつ

一 一 かつ

一一 かつ

一一 ま たは

)

藻難翻
leoよ りi大きく200よ り:i

.小さい、題名が㌣嬉 二
という文字を含むか、,=.・
違 社㌧で始まる情報を ぺ

"同義語を含めた検索 ∴

三左チ±達 ㌻:ゴ

同義語 〈着替 ファイル〉

*キ ーワー ド"文 書'の 同義語が

辞書ファイルに登録されていたと

仮定する。

題
「 〈ORACLEの 場 合〉 ・・

SELECTTO_CHAR(MMDB_DATE,/YYYY/MM/DD),～FROM～WHEREMMDB_TYPE='jpg'AND

MMDBNO>'100'AND

MMDBNO〈'200'AND

((mnB_TITLELIKE'%〕 儒 書%'OR

頭L鋤 焼は、論 劾 イル撚,生 成
㎜BコmELI鵡%ぶ ん しょ%')OR,'〉し、,・":文書讐の同義語 があれ ば∨全ての

同擬 を取り繊 でS:QLを拠 る豆

MMDB _TITLELIKE'社%'))

」ロ,,,,,,ノ,/,,ノ ■,■ ■,,/,'"

'〔

、」

図2-19SQL生 成 例3
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2.1.3マ ルチメディア情報管理機能の開発

前述 したように 「マルチメディア情報管理機能」は、マルチメディア情報のデータベース登録機能と

ミドルウェアの機能として、大容量の資源を必要 とするマルチメディア情報が格納された集合光磁気デ

ィスク装置の制御を行う。このように、データベースとマルチメディア情報とをリンクしマルチメディ

ア情報の統合管理を行う機能が 「マルチメディア情報管理機能」である。

なお、集合光磁気ディスク装置は、最大60連 装78GBの 装置を対象に開発を行 った。以降に、今

回構築 したデータベースの構造等 と 「マルチメデ ィア情報管理機能」の解説を行 う。

(1)デ ータベース構 造

今回構築 したデータベースの構造 は、ORACLE、informix共 に図2-20に 示す よう

にキャビネ ット、 フォルダー、 ドキ ュメン トとい う階層構造 にな っており、各種 マルチメデ ィア情報

(実体:フ ァイル)と リンクす る。

デ ーータ ベ ー ス

縦;ζ,ト1…

A{
■!,!▲

ノ ノ ノ ノヨ

、 キャヒ"ネット{

|
Bi

,_■ 」v■_,ny,_■_ノ_,」 ▲

フォルタ㌧

a1

フォルタ㌧

a2

フォルダー

a3

フォ}汐㌧

b1

蜘 了

フォルタ㌧

b2

脳 ドキュメント ドキ」メント

ファイル ファイル ファイル

了

ファイル

○ ○ ○

圏

薯鋪9顯
声 画 止
画

画声キ

ス
ト

○
動

画

○
テ
キ

ス
ト

○
静

止

画

ファイル

OOO

{:::i竺 蔓 ≡ii菱三三..::1

図2-20デ ータベース構造
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(2)デ ー タベース項 目

今 回構築 したマルチ メデ ィアデータベースの項 目を表2-4に 示す。

なお、ORACLE、informix共 に同 じ構成である。

表2-4デ ータベー ス項 目一覧

デー タベース項 目 意 味 検索キー項 目

格納場所 マルチメディア情報が格納されているファイルの 一

デ ィレク トリ(パ ス)名 、 ドキュメ ン トフ ァイル

名を格納する。

キ ャビネ ット名 マルチメディア情報が属するキャビネット名称(日 一

本語名)を 格納する。

フォルダー名 マルチメディア情報が属するフォルダー名称(日 本 一

語名)を 格納する。

ドキュメン ト名 当該マルチメディア情報の ドキュメント名称(日 本
一

語名)を 格納する。

ファイル種別 当該マルチメディア情報がどのような種類のファイ
ル形式で格納されているかを識別する情報を格納す ○
る。マルチメディア情報ファイルの拡張子として使

用す る。

〈ファイル種別の例〉

aif:AIFF(AudioIntercha㎎eFileFomat)

形式音声情報
mp9:MPEG(MovingPictureExpertsGroup)
形式動画情報

等

登 録 日 当該情報を登録 した際の登録 日を格納する。 ○

登録番号 当該情報を一意に謝1」するための登録番号を格納す ○
る 。

題 名 当該情報がどのような情報なのかを示す"題 名"を ○
格納する。

備 考 登録時に任意に入力された備考を格納する。 ○

データベースとマルチメデ ィア情報 との リンクは、以下の例 に示す ようにデー タベース項 目の"格

納場所"、"フ ァイル種別'を 結合 しデ ィ レク トリ、フ ァイル名 を生成 して実現する。

〈例 ノ11FF形 式音撒 「ファイル の格納 場所 〉

格納場所:/㎞db/xxx/cab1/fol1/d㏄1

フ ァイル種別:aif

格納場所 ファイル種別　 ロ
/血odb/xxx/cab1/fol1/doc1.aif
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(3)デ ータベース登録/変 更機能

今 回構築 した システムで は、 マルチメディア情報 の取 り込み部分 とは連動 していないため、 スキ ャ

ナー等で取 り込んだマルチメデ ィア情報 ファイルが存在 していることを前提に各種マルチメデ ィア情

報 ファイルとデータベースとを リンクしなが ら登録 を行 う方法で実現 している。なお、 データベース

の登録/変 更操作 は、サーバマシン(UNIXワ ークステーシ ョン)の デ ィスプ レイで実施す る。

(a)デ ータベースの登録

① 画面遷移

図2-21に 示すように最初 に 「デスク トップ画面」でキャビネ ットを登録 し、順次 「キャビネ

ッ ト画面」でフ ォルダーを、 「フォルダー画面」で ドキュメン トを登録する。最後 にその他のデー

タベース項 目を 「データベース登録画面」で登録する。

柄ビネット登録 フォルタ㌧登録 ドキュメント登録 デ汐へ㌧ス項 目登録

q>・ ・… 一・{② … 一'1③ ・'・ ・ ④ …!・ ・、

i巴i⇒i酬 ⇒i巴i⇒ …嘗i
しノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ よ し ノ ノ ン ノ ノ ノレ ノ ノ ノ ノ ン

「テ"スクトップ国璽面」 「キャヒ"ネット甑 」 「フォルダー正室面 」 「テ"一タへ"一スー 」

図2-21デ ータベース登録時の画面遷移

② キャビネットの登録

キャビネットを登録 する際の 「デスク トップ画面」を図2-22に 示 し解説する。なお、登録

先が集合光磁気ディスクの場合は、光ディスクのボリューム名も併せて登録する。

〈 デ ス ク ト ッ プ 画 面 イ メ ー ジ 〉

、洛 秋R)ぺ ㌣ 編集(E)

新規泌 、

,
ト

,

■■

ツ
'
ネ

・

ば

・

嚇隷

.

.

契聾竪
了
・4

・‖

・h

Z

.
/

'

イ
　コ
　　

力

'

入

.

を

〔

名

・

ト

.

ツ

〔

ネ

・

ビ

.

ヤ

ー

キ

・

「

、‖

、
」
5

田

㎜

田

部
岸

■集合光ディスク

キャビネット名:

[磁 気ディスク

1オ ーデ ・オデータ ー 」

ガ ・スク・・1um・id・IV・L・ ・1
… 一'1 1

了解/ 取消"

　 　 ひロノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ 　 　

～一
.涯=註2.三=合鍵巫.h～

図2-22キ ャビネ ッ ト登録例
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最初に、メニューの 「新規(N)」 を選択するとキャビネット新規作成ウィンドゥが表示さ

れる。当該キャビネットの登録先(集 合光磁気ディスクなのか磁気ディスクなのか)を トグルボ

タンで選択 し、キャビネット名を入力する。(登 録先が集合光磁気ディスクの場合は、光ディス

クのボリューム名も入力)入 力後、 「了解」ボタンを押下すれば、 キャビネットの登録が完了

する。

② フォルダー/ド キュメントの登録

フォルダー、 ドキュメントの登録は、ほぼ同じ画面での登録 となるので、ここではフォルダー

を登録する際の 「キャビネット画面」を図2-23に 示 し解説する。

〈 キ ャ ビ ネ ッ ト 画 面 イ メ ー ジ 〉

ラ鋤(Pt1;'i 編集(E)

.新規(泊

終了(E)

國 圏[亘 』'
鳥の声 サイレン ㎜

一
・
ダ

'

ル廟蒜

.

契轡竪
マ
‖

-

・̀

・脇

!

'
/

1フ ォルダー名を入力

1

新 しいフォルダ名を入力して下さい

i音楽 1
:了解. ぷ取消㌻

ヒ■

、wル 、

氏 ル プ・.

二二一
図2-23フ ォルダー登録例

最初に、メニューの 「新規(N)」 を選択するとフォルダー名入力ウィンドゥが表示される

ので新規フォルダー名を入力後、 「了解」ボタンを押下すれば、フォルダーの登録が完了する。

③ デー タベー ス項 目の登録

デー タベース項 目の登録 は、図2-24に 示す 「データベース登録画面」で行い、 ファイル種

別、登録 日、登録番号、題名、備考の設定を行 う。なお、フ ァイルaSiJは 、一覧表か らの選択が

可能 であると共 に、一覧表の編集(追 加、変更)も 併せて行 うことが可能 とな ってい る。
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〈デー タベ ー ス登 録 画 面 イメ ー ジ 〉

一
[亙][極]

データベース登録画面 ㊥

ファイル種別[mnnnCHAR(3)]

同 轍 醜 騙集 口1 ファイル(F)編 集(E)

1登 録 日 ㎞nnn・DATE(YY剛DD)]1 ファイル拡張子 コメン ト

960210

1繰 番号 ㎞nnn・CH凪(15)]

巨00・11

1題 名 山mnn・CH凪(10・)]

孤 杣 取dioda恒
aifAIFFaudiodata×

gifGifi皿agedata

{晋 僻 濃ε鶴
QuickTimevideodataqt

':
':

一

一

lXXXXXの オーデ ・オデー タ 1

備考[nmnn.CHAR(255)]

澱yyよ り取得 したオーディオデータでnnnnnの 目的にma－
図2-24デ ー タベース項 目の登録

また、キーワー ド検索時の同義語、類義語辞書を作成する場合は、 「データベース登録画面」の右

上にある 「辞書管理1ボ タンを押下すると図2-25に 示すような画面が表示され、同義語、類義語

辞書を作成することが可能である。
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〈辞 書 リス ト画 面 イメ ー ジ 〉

= ・ 口

ファイル(F)穎諜(E)

辞 書 リス ト ・ ・

1

■ ■!!ノ !,,,■ ■''"

1癩躍毛蒜蠣灘
論 鋒 ディア酬 名 ノ_

,,''"

,,''"'

ノ ,/ //'!!,'

一1轄 管理

辞書名を入力してください

1設計書1

羅 撚[取 消]

～

～

…

⌒ ・ 口

ファイル(F)雛(E)オ フ●ション(0)

二 辞書名:設 計書

図2-25同 義語、類義語辞書の作成



(b)デ ータベースの変更

登録 したキャビネット、フォルダー、 ドキュメントの削除や、データベース項 目の変更、削除

同義語、類義語辞書の変更についても前述 した画面を利用 して容易に操作することが可能である。

(4)デ ータベース化 したマルチメデ ィア情報について

今回デー タベース化 したマルチメデ ィア情報 は、 インターネッ トで取 り込んだ静止画、動画、音声

や、 イメー ジスキ ャナ、351mフ ィルムスキ ャナ、 フラッ トベ ットスキ ャナ等の機器を利用 して読み込

んだ情報、市販のCD-ROM等 を利用 してサーバ にフ ァイル化 した。

以下にデータベース化の対象 と したマルチメデ ィア情報 を示す。 なお、情報 量については、WWW

ブラウザを使用 した検索 システム を構築することが主眼であ ったため、各 々数件程度 の情報である。

　a(

)b(

　C(

　d(

　
e(

)f(

)9(

AIFF(AudioInterch㎝geFileFo㎜t)形 式 の音声 情報

GIF(GraphicsInterchangeFomat)形 式 の イメ ー ジ情報

JPEG(JointPhotographicExpertsGroup)形 式 の イメー ジ情報

TIFF(TaggedImageFileFormat)形 式 の イ メー ジ情報

MPEG(MovingPictureExpertsGroup)形 式 の音 声無 しの動 画 情報

QuickTime動 画 情報

テキ ス ト情報

等
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(5)集 合光磁気ディスク上のマルチメデ ィア情報管理

集合光磁気ディスク上のマルチメデ ィア情報をどのようなメカニズムで取得 し、WWWク ライアン

トに返却して表示するかを図2-26に 示 し解説する。

(a)「 マルチメディア情報管理機能」の起動

WWWブ ラウザに表示された 「該当リスト画面」から、利用者より参照 したいマルチメディア情

報の要求があると、wwwブ ラウザはhttpdに 対 し、uRLに て 「マルチメディア情報管理機

能」を起動するように指示を出す。(図2-26①)指 示を受けたhttpdは 、 「マルチメディア

情報管理機能」を起動する。(図2-26②)こ の際、表示対象情報が集合光磁気ディスク上に存在

する情報であれば、wwwブ ラウザからhttpd間 のuRLに 光ディスクのボリューム名とデー

タファイル名をパラメータとして通知す る。また、httpdが 「マルチメディア情報管理機能」

を起動する際には、このボリューム名とデータファイル名を環境変数で 「マルチメディア情報管理

機能」に引き渡す。

(b)光 ディスク媒体のマウント

「マルチメディア情報管理機能」は、環境変数で受け取った当該マルチメディア情報のボリュー

ム名の光ディスク媒体をマウントする。(図2-26③)

この際、光デ ィスク媒体のマウントに失敗 した場合は、エラーメッセージを編集 してrHTML

生成機能」に渡 し(図2-26*1)、WWWク ライアン トの画面には、マウント失敗のエラーメッセ

ージが表示される。*「HTML生 成機能」の詳細は、別項参照

(c)WWWブ ラウザヘマルチメディア情報ダウンロー ド

光ディスク媒体のマウントに成功 した 「マルチメディア情報管理機能」は、httpdに 対 し、

当該マルチメデ ィア情報のデータファイル名を標準出力にてhttpdに 通知する。(図2-26④)

通知を受けたhttpdは 、マルチメディア情報ファイルを読み込み、wwwブ ラウザにダウン

ロー ドし(図2-26⑤)、WWWブ ラウザは各種マルチメディア情報を表示するための外部ビュー

アを起動して、当該マルチメディア情報をWWWク ライアント画面に表示する。

なお、静止画像や音声、動画等の非テキス ト情報は、ファイル名のサフィックス(拡 張子)か ら

WWWブ ラウザが情報表現形式を判断し、適切なビューアやプレーヤソフ トを呼び出す。

(d)光 ディスク媒体のアンマウント

「マルチメディア情報管理機能」は、処理の完了したマルチメディア情報が格納された光ディ

スク媒体をアンマウントし処理を終了する。なお、アンマウントに失敗 した場合は、エラーメッ

セージを編集 し 「HTML生 成機能」に渡 し、WWWク ライアントの画面にアンマウント失敗の

メッセージを表示する。
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WWWクライアント

㎜
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サーバ
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1
、
、魂
ぶ

ご

=購'ノ

.
蕊
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－

ぺ
ざ
】

ψ
M

翻

、T

…→i集 合光磁気ディスク

… 一→1集 合光磁気 デ ィスク

(注意)httpdが マルチメディア情報送信終了までアンマウントを繰 り返す。

図2-26集 合光磁気ディスク上の情報取得時のデータフロー
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2.2予 想 さ れ る 効 果

今回開発 した 「マルチメデ ィアデータベース検索システム」の核となるミドルウェアは、インターネットの

利用者にデータベースの情報を提供するに当たり、サービスの対象とするマシンを限定 しないため、サーバに

蓄積された情報資源を多 くの利用者に提供することが可能になる。 このミドルウェアが普及 した場合に予想さ

れる効果を以下に記す。

2.2.1イ ンターネットへの情報公開促進

現在、 日本では、諸外国に比べて官公庁、企業(特 に研究所関係)か らの情報の公開が極端に少ない

ということが問題になってお り、政府はこのような現状を改善するように国公立の研究所に対 して指導

を行 っている。この情報公開のもっとも適 した手段としてインターネットの利用が注目されている。今

回開発 したミドルウェアを核としたシステムを構築すれば、各研究所等の既存のデータベースをインタ

ーネットから容易に検索す ることが可能になり、情報公開の飛躍的な促進が期待できる。

2.2.2マ ルチメディア情報の流通の加速

音声、画像等のマルチメディア情報を容易にデータベース化できることで、各サーバには豊富なマル

チメディア情報を蓄積することができる。この情報をインターンネットから容易にアクセスすることが

可能になり、マルチメディア情報の流通の加速が期待できる。

例えば、商品情報提供サービスを考えたとき・商品情報が格納されたマルチメディアデータベースか

ら商品情報検索や商品注文等の情報をインターネットを介 して多 くの利用者へ最新情報を提供できる等

のマルチメディアサービスに利用できる。また、デジタル化されたビデオ映像、音声等をサーバに蓄積

し、利用者が見たい時にこれらの情報を自由に引き出せるVOD(VideoOnDemand)シ ステムのよう

な施設内ビデオ映像サービス等にも応用できる可能性を秘めている。

2.2.3既 存のデータベースの有効利用

既存のデータベースには、様 々な分野の様々な種類の情報が蓄積されている。これらのデータベース

の中には、現在の利用者以外の組織や個人にとっても利用価値の高い情報が多 く存在すると予想される。

このような情報を今回開発 したミドルウェアを活用し、インターネットから容易に検索 して参照するこ

とが可能になれば、既存のデータベースの有効利用が可能となる。

2.2.4企 業内での知的生産性の向上

各企業共、この不況下の中で生きのびるためには、陳腐化 した従来のオフィス環境を根本から改善 し、

少 しでも作業の効率化を図 り、生産性を向上させようとす るリエンジニアリングの動きが高まっている。

インターネットの技術を活用した社内LANで のOA化 等、イントラネットの概念にも今回開発したミ

ドルウェアを活用することができるため、企業内での知的生産性の向上に役立てることが可能である。
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2.3マ ルチメディアデータベース検索システムの問題 点

各種マルチメディア情報を参照する場合、WWWサ ーバは、WWWク ライアントからの情報参照の度にファ

イル転送が発生 しネットワーク負荷を高める。今回委託開発を行ったマルチメディアデータベース検索システ

ムの評価段階では、開発環境の問題もあり、数台のWWWク ライアントと小量の情報での評価 しかできなかっ

た。今後、充分な評価を行い、キャッシュ機構を効率良く使用する工夫等を考慮 してネットワーク負荷の軽減

について検討を行う必要 がある。 また、集合光磁気ディスク媒体に格納されたマルチメデ ィア情報を参照する

際、今回開発 したシステムでは、参照毎に必ず光磁気ディスク媒体のマウント、アンマウントが発生するため

参照頻度の高い情報が格納されている場合、 レスポンスを悪 くする。参照頻度の高い情報を一度マウントした

ら光磁気デ ィスク媒体から磁気ディスクに動的再配置する等の管理方法を検討する必要 がある。

HTML生 成機能に関しても、各種管理ファイルを使用してある程度汎用的にHTMLの 自動生成を行える

ように構築 したが、どのような画面にも対応 してHTMLを 生成することができないため、管理ファイルの構

成や使用方法を再検討し、より汎用性の高い機能に改善する必要がある。

また、マルチメディアデータベース検索システムは、多くの利用者のニーズに答えるにはユーザインターフ

ェースという点で不十分な面があるため、ユーザインターフェースをより充実させ、どのような利用者に対 し

ても容易にデータベースの管理が行え、情報を引き出すことができるシステムへと展開 していく必要がある。

インターネットを介して様々な情報を取得することができる現状から著作権等の問題もさらにクローズアッ

プされてくると予想されるが、 このような状況 と前述 した問題点を踏まえ、最新技術を取 り入れながら最適な

マルチメディアデータベース検索システムが構築できるように取 り組んでい く必要がある。

以上のように今回開発 したマルチメディアデータベース検索システムは、い くつかの問題 点はあるものの、

様々なシステムを構築する上で基盤となるものであり、.今後、改善を重ねることによりさらに利用価値が高ま

ると予想 される。

L-i問 題 点iユ ー ザニ ー ズ}・ ・'

「羅謬霧琴≒三]
じ.㌫.二 元べ 二 ・..≒,二'二.;;・S

様 々なシ ス テム を構 築 す る上

で の基 盤,
'

、

、'砂

,"、 、、
'、

、

、

、

、

、

、

‖

‖

芸 ∵ ‥ ぺ.、 。

灘 騨騨 喩 言
〇 ジ ス テ ム 構 築 に 応 用 .㌻.'こ 、

弍☆,^、..真 、`一 …"=

鶴

…i最 新技術 業界の動向}…

図2-27今 後の展開
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3.今 後 の課題

今回委託開発を行 ったマルチメディアデータベース検索 システムは、前章 で述べたようにい くつかの問題 点があ

るが、 これらを改善 しこれからインターネ ットへの情報発信 システムを構築 しようとするユーザ、インターネ ッ ト

を利用 してニュービジネスに参画 しようと考えているユーザ、インターネッ トの技術を利用 してオフ ィスのOA化

等を促進 しようと考えているユーザの役 に立てば と考 えている。

3.1機 能の拡張

3.L1マ ルチメディアデータベース管理機能の充実

マルチメディア情報をデータベースに登録する際、現状では各種マルチメディア情報の取 り込み部分

とデータベース登録部分は連動 していないため今後、WWWク ライアン トからインタラクティブにイメ

ージスキャナ等から情報を取り込み
、連動 してデータベースに登録できるような機能が必要である。ま

た、現状ではデータベースの登録/更 新操作はサーバ(UNIXマ シン)の ディスプレイでしか操作で

きないため、この操作もWWWク ライアントから行えるようになれば、システム運用上の操作性を向上

させることができる。

3.1.2検 索機能の充実

マルチメディア情報を参照する場合、現状ではキーワー ド検索 しか対象としていないが、データベー

ス構造をキャビネット、フォルダー、 ドキュメントという三層構造で管理 しているため、これを利用 し

た階層検索機能を提供することで知識のないエンドユーザでも容易に情報を参照することが可能となる。

また、集合光磁気ディスク媒体に格納された使用頻度の高い情報の磁気ディスクへの動的再配置機能

の実現によりレスポンスの向上を図る等の工夫を行う必要 がある。

キャビネットから検索 したい情報を選択(絞 り込み)

∨
、)

、
`

〉

弍=二 」 輸 ・ト猷 後 杵 順 索

から検索したい情報を選択(絞 り込み)i

<=二 」1フ ・嵯 猷 復 啓 検索

トから検索 したい情報を選択(絞 り込み)i

o
!'/!,'!"

・キ』ワー 喉 索i
ノ!!ノ!!〆'!!',

図3-1階 層 検 索 の 提 供
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3.1.3HTML生 成機能、SQL生 成機能の充実

HTMLの 自動生成やSQLの 自動生成等で使用 している各種管理ファイルは、エデ ィタでの登録、

変更となるため、知識のないエンドユーザには操作できない。エンドユーザでも容易にメンテナンスが

できるようなマンマシンインターフェースを確立する必要 がある。また、各種 管理ファイルの構造や使

用方法を再検討し、より汎用的に生成できる機能に強化する必要 がある。今後、これらの機能をGUI

ベースの対話型操作でHTMLフ ォームとCGIプ ログラムを同時に作成できるようなオーサリングツ

ールとして確立させる予定である。

3.1.4市 販パ ッケージソフ トとの連動

海外から発信された情報を参照した り、海外向けの情報発信システムを構築 しようとする利用者を対

象に、市販の英文翻訳ソフトや和文英訳ソフト等を本システムに組み込み、連動させることにより、利

用範囲を拡大することが可能になる。

また、イメージ情報をスキャナ等で読み込ませデータベースに登録する際に、文字認識ソフト等と連

動させキーとなる部分を認識させて自動登録させる等で、操作性の向上が図れると思われる。

3.2APIの 提供

どのようなニーズを持つ利用者にも対応できるように今回開発 したマルチメディアデータベース検索システ

ムの核 となるミドルウェアを部品化 してAPIを 整備 し、ライブラリとして提供することで、利用者特有の汎

用的なシステムを構築することが可能となる。

〈 ミドルウ ェア〉

{一'"ノ'ノ'ノ'

iHTML生 成機能SQL生 成機能 マルチメデ ィア情報管理機能
{

〈ライブラリ群 〉 巴 」函 の劇

i部 品aii部 品bii部 品cii部 品dii部 品eii部 品fi・ …

写
[糎細 節 淑私1 1

ユーザ アプ リケーシ ョン

i部 品bi 部品dii部 品f

図3-2APIの 提 供
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3.3マ ルチプラッ トフォーム化

今回開発 したシステムのサーバ マシ ンは、処理能力 を考慮 してUNIXワ ー クステーシ ョンを対象 としたが、

基本的にはWWWサ ーバ とデータベースエ ンジンが稼働す るマシンであれば、パソコンで も構築が可能である

ため、今後、需要の広が りをみせているWindowsNTサ ーバ対応等 も検討中である。 また、データベ

ースの登録機能は
、特定 メー カのUNIXワ ー クステーシ ョンを対象に してい るため(開 発環境の問題上)、

他メーカーのワークステー シ ョンや高性能パ ソコンに順次移植 し利用者層 を拡大す る計画であ る。

3.4将 来の展望

最新技術であ るVRML(VirtualRealityModelingLanguage)の 出現 により、音声、文字、平面画像 に

加えて立体画像 も扱えるようにな った。今後、マンマシ ンインターフェースを仮想空間で実現 しようとするシ

ステムの利用範囲が広がると予想 され る。 また、JAVA言 語や リアルオーデ ィオ機能などを使用 したインタ

ーネッ ト上で展開されるニュービジネスの可能性 も無限である
。

このような最新技術の動向を常に把握 し多様化す るユーザニー ズを取 り入れなが ら、今 回委託開発 した 「マ

ルチメディアデー タベース検索 システム」 がより良い システムへ と展開できることを願 ってい る。
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参考資料A-1

〈 キ ャ ビ ネ ッ ト登 録 画 面 イ メ ー ジ 〉
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、

参考資料A-2

〈 フ ォル ダ ー 登 録 画 面 イ メ ー ジ 〉
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参考資料A-4

〈辞 露腎録 画 面 イメ ー ジ 〉
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参考資料B-1
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参考資料B-2

〈 検 索 条 件 設 定 画 面 イ メ ー ジ 〉
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参考資料B-3

〈 該 当 リス ト画 面 イ メ ー ジ 〉
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参考資料B-4

〈マル チ メ デ ィア情 報表 示画 面 イ メ ー ジ 〉
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委託先

禁 無 断 転 載

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

東 京 都 港 区 浜 松 町 二 丁 目4番1号

世 界 貿 易 セ ン タ ー ビ ル7階
TELO3-3459-8581

日本 電 子 開 発 株 式 会 社

東 京 都 世 田 谷 区上 北 沢5丁 目37番18号
TELO3-3290-1(大 代 表)

株 式 会 社 カ ン トー

東 京 都 千 代 田 区九 段 北1-11-2

TELO3-3238-6011








